
　

会
議
の
前
半
は
、
41
号
『
男
女
平
等
・

今
昔
』
の
感
想
で
、
盛
り
上
が
っ
た
。

「
妊
娠
、
出
産
を
経
て
仕
事
を
続
け
て
い

く
こ
と
の
苦
労
な
ど
、
若
い
世
代
の
意�

見

も
取
り
上
げ
て
ほ
し
か
っ
た
」

�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
50
代
女
性
〕

�

「
想
像
以
上
に
、
昔
が
男
女
不
平
等
で
あ
っ

た
こ
と
に
驚
き
、
怒
り
を
覚
え
た
」

「
両
親
の
影
響
、
特
に
母
親
の
息
子
へ
の

接
し
方
に
、
カ
ギ
が
あ
る
の
で
は
」

�　
　
　
　
　
　
　

〔
と
も
に
30
代
女
性
〕

�

な
ど
、
意
見
多
数
。

�　

続
い
て
、
42
号
の
特
集
『
冠
婚
葬
祭�

に

み
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
』
に
つ

い
て
活
発
に
、
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

�

「
初
節
句
、
七
五
三
な
ど
の
伝
統
行
事
は
、

ぜ
ひ
、
残
し
て
ほ
し
い
。

　

現
在
の
結
婚
制
度
に
、
疑
問
は
持
っ
て

い
な
い
」　
　
　
　
　
　

〔
40
代
女
性
〕

�

「
む
や
み
に
、
現
在
の
制
度
に
反
対
す
る

必
要
は
な
い
。
弾
力
性
の
あ
る
考
え
方
が

大
切
だ
と
思
う
」　
　
　

〔
60
代
女
性
〕

「
三
姉
妹
の
中
で
育
ち
、
大
学
ま

で
女
子
校
で
学
ん
だ
た
め
、
特
に

差
別
を
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
夫
の
実
家
で
サ
ン
マ
を
食
べ

た
と
き
、
男
性
が
頭
の
方
、
女
性

が
尻
尾
の
方
で
び
っ
く
り
し
た
」

�　
　
　
　
　
　
　

〔
50
代
女
性
〕

「
夫
の
実
家
が
、
家
を
重
ん
じ
る

封
建
的
な
家
風
。
長
男
が
誕
生
し

た
と
き
は
役
目
を
果
た
し
た
よ
う

な
気
持
ち
だ
っ
た
」

�　
　
　
　
　
　
　

〔
40
代
女
性
〕

�

「
兄
が
亡
く
な
っ
た
後
に
自
分
が

生
ま
れ
、
母
は
祖
母
か
ら
『
男
の

子
を
殺
し
て
女
を
生
ん
だ
』
と
言

わ
れ
た
。
結
婚
当
初
に
私
自
身
も
、

親
族
か
ら
、
当
然
夫
の
家
の
墓
に
入
る
べ

き
と
言
わ
れ
抵
抗
を
感
じ
た
」　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
40
代
女
性
〕

「
葬
儀
は
、
遺
族
に
と
っ
て
便
宜
上
あ
っ

た
方
が
よ
い
。
自
分
の
葬
儀
は
、
身
内
と

友
人
だ
け
で
静
か
に
執
り
行
っ
て
ほ
し
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
50
代
女
性
〕

「
貯
金
を
し
て
、
婚
家
の
墓
で
は
な
く
自

分
個
人
の
墓
を
買
い
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
30
代
女
性
〕

�

「
葬
の
部
分
を
拡
大
し
て
誌
面
に
取
り
上

げ
て
ほ
し
い
」　
　
　
　

〔
女
性
多
数
〕

「
男
女
平
等
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
冠

婚
葬
祭
の
問
題
に
行
き
着
く
の
で
は
」
編

集
長
の
こ
の
発
言
で
、
２
時
間
に
わ
た
る

熱
心
な
会
議
は
、
終
了
し
た
。

�　
　
　
　
　
　
　

（
構
成　

森　

治
美
）

�

■　ブラショフ市立産婦人科病院の洗濯機募金に

ご協力いただき、ありがとうございました！

　40号のこの欄で紹介したブラショフの赤ちゃんに洗濯

機を贈る募金活動も、今年の1月には460万524円が集ま

りました。病院の業務用大型洗濯機4基と乾燥機１基を購

入するためには約1200万円が必要となりますが、差額は、

事務局のＮＰＯプロジェクトＨＯＰＥジャパンが負担。

この春には無事、設置できる運びになりました。

　多くの市民のみなさんによって募金活動が支えられ、

事務局も専門機関として機種の選定や、交渉、設置を行

うなど、一体となって実現したものです。

　2月1日には、土屋市長も出席して目録の贈呈式が行

われました。イオン・パスク駐日ルーマニア大使は、両

国友好のシンボルとして大切に使うことを約束されまし

た。

■ 「まなこ」の誌面に、あなたの声を

　「まなこ」編集部では、毎号、テーマに沿ってアンケ

ートを実施しています。今後もたくさんの方々の本音を

取り上げ、年代や性別によって出てくるさまざまな考え

方や価値観など誌面に反映させていきたいと思っていま

す。アンケートにボランティア協力いただける市民の方

（市内に在学・在勤・在住の男女）は、児童女性課　女

性計画係まで。「まなこ」の内容に対する率直なご意見、

ご要望も受け付けています。

■　表紙のイラスト、デザイナーから一言

　いろんな行事やしきたりの中で記念写真を撮ります。

そんなとき、男は男らしく女は女らしく写るように意識

している気がします。でも自分が死ぬとき本当に残って

いて欲しい写真って「自分らしく写っている写真」なの

では？さて、何を思ってカメラの前に立とうかな…。

�
�

☆
「
そ
れ
で
は
、
む
な
し
す
ぎ
る
」
と
い
う
ク
ラ
ス

　
　

メ
イ
ト
の
中
で
、
た
だ
一
人
「
人
生
と
は
、
死
に

　
　

向
か
っ
て
生
き
る
こ
と
」
と
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
高

　
　

３
の
と
き
の
男
友
達
は
、
今
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ

　
　

う
。
ふ
と
、
思
い
出
し
た
。　
　
　

（
倉
内
弘
子
）

�　

☆　

編
集
中
、
２
度
葬
儀
に
参
列
し
た
。
頭
が
『
冠

�　
　

婚
葬
祭
』
で
い
っ
ぱ
い
の
私
は
、
取
材
の
目
で
キ

�　
　

ョ
ロ
キ
ョ
ロ
。
他
人
の
立
ち
話
に
聞
き
耳
。
「
露

�　
　

の
よ
う
に
消
え
た
い
わ
」
「
で
も
葬
儀
は
遺
族
の

�　
　

慰
め
な
の
よ
」
に
ナ
ル
ホ
ド
！　
　

（
浜　

俊
子
）

　

☆　

あ
ま
り
身
近
で
な
か
っ
た
葬
祭
。
生
ま
れ
る
場

�　
　

所
は
選
べ
な
い
が
、
死
後
の
選
択
は
で
き
る
。
取

�　
　

材
で
、
今
ま
で
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
い
た
葬

�　
　

儀
と
そ
の
後
が
気
に
な
っ
た
。
残
さ
れ
た
人
が
困

�　
　

ら
な
い
よ
う
に
『
覚
書
き
』
は
必
要
だ
よ
ね
。

�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
間
則
子
）

　

☆　

散
骨
と
献
体
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
母
を
見
限

�　
　

っ
て
、
高
校
生
の
息
子
が
料
理
に
凝
り
始
め
た
。

�　
　

「
勉
強
は
い
つ
す
る
の
」
と
い
う
言
葉
を
飲
み
込

�　
　

ん
で
、
彼
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
に
舌
つ
づ
み
を
打
つ
。

�　
　

こ
れ
っ
て
、
男
女
平
等
教
育
！
？　

（
森　

治
美
）

　

☆　

息
子
が
通
う
中
学
校
か
ら
講
演
会
の
知
ら
せ
が

　
　

届
い
た
。
題
は
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い

　
　

い
」
金
子
み
す
ゞ
の
詩
の
一
編
だ
。
従
来
の
葬
式

　
　

が
少
し
ず
つ
変
わ
り
始
め
て
い
る
。
そ
の
人
の
生

　
　

き
ざ
ま
は
終
末
の
迎
え
方
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。
み

　
　

ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。　

（
矢
島
幸
子
）

　

☆　

暮
ら
し
の
身
近
な
問
題
を
、
男
女
平
等
の
視
点

　
　

で
問
い
直
し
た
一
年
間
、「
ま
な
こ
」
は
い
か
が

　
　

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
は
社
会
的
な
方

　
　

向
に
も
目
を
向
け
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
か
ら

　
　

の
情
報
待
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

（
向
井
一
江
）



結婚の制度（民法は、夫または妻の姓を選ぶ、同居の義務など）について、どう思いますか？　

親せき一同が会する行事や地域・職場・学校などでジェンダーを感じたことはありますか？

私達が快適な暮らしをするために、伝統的な文化や風習を、どのように受け継ぎ
伝えていけばいいのでしょう。冠婚葬祭の中に見え隠れするジェンダーを見直し
ながら、「まなこ」と一緒に新世紀にふさわしいしきたりを考えてみませんか？

特集特集
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で　

冠
・
婚
・
葬
・
祭
に
ま
つ
わ
る
ホ
ン
ネ
を
聞
き
ま
し
た
。

３ ２
�

冠
婚
葬
祭
は
、
親
族
交
流
の
貴
重
な
場

言
わ
せ
て
く
だ
さ
る
な
ら

言
わ
せ
て
く
だ
さ
る
な
ら
…

男
だ
か
ら
・
女
だ
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね

５ 4

あなた自身やあなたのまわりで、誕生にまつわることからや子どもの行事などに、
ジェンダーを感じたことはありますか？

―冠（祝いごと）―

―祭（さまざまな行事）― 男の側から、聞いてみました！！

こんな意見もありました！！

どんな結婚・結婚式が理想ですか？

―結婚―

★「結婚したら、こうしなくてはいけない」と強制させられ 

　るのは、違うと思う。そもそも結婚自体が本人同士の自由

　意志なのだから。姓であれ、同居であれ、本人同士で決め

　るべきだと思う。　　　　　　　　　女23歳　吉祥寺北町

★別姓でもいいし、必ずしも同居しなくてもいいと思うが、

　しかしそれなら結婚制度自体に意味がなくなっていくかも

　しれない。　　　　　　　　　　　　　　女29歳　御殿山

★女性が男性の家へ「嫁に行く」のではなく、対等に結婚す

　るのが理想と思っていた。ところが現実は、長男の家へ

　「嫁に来た」と思われている。　　　　　　　女34歳　境

★結婚したら女性が男性の籍に入り、姓を名乗ることがあた

　りまえになっているのに不満を感じる。　　女35歳　緑町

★別居していても姓が異なっても本人同士の気持ちがしっか 

　りしていれば、取るにたらないこと。少子化の時代、どち

　らかの姓を選び続けていたら名字という文化すら失われて

　しまいそうだ。　　　　　　　　　　　　　　女36歳　境

★民法の改正（特に夫婦別姓・同姓選択性）、早く実現しな

　いかなぁ。事実婚が増えて、婚姻制度が有名無実化するこ

　とでもいい。　　　　　　　　　　　　　女42歳　西久保

　　　　　　　　　

★一度、離婚しているため、旧姓に戻ることが思いのほか大

　変だったので、二度目は事実婚にしている。出産後、子ど

　もは母親である私の籍に入り、パートナーの籍へ移すには

　家庭裁判所に申し立てをする手続きが必要だ。前途多難だ

　が、子どもには、成長に合わせて説明をしていく覚悟！　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女42歳　境

★特に疑問は感じない。結婚する以上このくらいは必要。海

　外では姓に関してもっと自由だが、うらやましいとは思わ

　ない。かえって面倒。（子どもが姓の選択に悩んだりして…）

　社会の基本は家族、みんなが同じ姓で一緒に住むことに大

　賛成。　　　　　　　　　　　　　　　　　　女42歳　境

★一夫一婦制については、当然のことと思う。法というより、

　モラルが大切だと考えるから。ただ姓についてはもっと自

　由に考えてもいい。　　　　　　　　　　　女47歳　中町

★バリバリ仕事をしたい女性には、結婚で姓を変えたり、同

　居の義務など不便と思うが、自由になると、離婚や家庭崩

　壊も増えそうな気がする。　　　　　女49歳　吉祥寺北町

★夫婦別姓では、わずらわしいことが多々生じてくると思う。

　それでもあえてと言うならかまわないが…。同居について

　は、法律で決められるべきではない。女50代　吉祥寺本町

★初めての出産で長女が誕生したとき。男じゃなかったという、夫

　の両親の落胆ぶり。今さらながら、男重視の社会なんだ…と思っ

　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女40代　中町

★12年ぶりに第二子が生まれた。「よかったですね男の子で、ご主

　人さまもさぞお喜びでしょう」と言われ、上の娘は「じゃあ女の

　子の私は、何？」とむくれていた。　　　　　　女42歳　西久保

★長女を出産した直後、義父から男女産み分けのメモを見せられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女50代　吉祥寺本町

★男の子が生まれてよかった、跡取りができてよかったという夫の

　両親の会話は、今でもよく憶えている。　　女56歳　吉祥寺北町

★お宮参りのとき母親の私は「お宮へ行くものではない」と言われ、

　台所でお客の料理作りをしていた。二人目、三人目のときもお宮

　参りに参加したいと義母に話したがダメだった。義弟のお嫁さん

　はお宮参りに。抗議すると「時代が…」と言われた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女40歳　緑町

★初節句、七五三は、最もジェンダーを感じる行事だが、日本の文

　化でもある。「力強さ」と「愛らしさ」は子どもへの愛情表現だ。

　今後もずっと残ってほしい。　　　　　　　　　　　女42歳　境

★女児の節句は雛人形で、その人形を早く飾り、早くしまわないと

　婚期が遅れると言われた。結婚することだけが、女性の幸せでは

　ないはず。　　　　　　　　　　　　　　　　　女62歳　西久保

★正月に祖母の家へ行くと、男はごろ寝、女は料理などと忙しく立

　ち回らなければならない。だから、あまり行きたくない。ところ

　が行かないと電話がかかってくる。　　　　　　女29歳　御殿山

★共働きをしていたときでさえ、盆・正月は一方的に夫の実家へ里

　帰り。当然のように男がゆっくりくつろいでいる中で、女は台所

　や親せきへの対応をせまられる。　　　　　　　　女35歳　緑町

★そういう機会は極力避けているが、やはり親せきが集まれば女だ

　けが立ち働いて、男はなんにもせず。腹が立つ。皮肉をこめて、

　夫にはセッセと用事を頼み台所に立ってもらう。さぞや「こわい嫁

　さん」と思われていることだろう。　　　　　　女42歳　西久保

★こういう行事をとおして、地方の伝統が守られていく部分もある

　と思う。「伝統保存会」だと割り切ったらどうだろう。貴重な親

　交の場と前向きに考えたい。　　　　　　　女45歳　吉祥寺北町

★まわりにはクリスチャンが多いので、特に困ったり悩むことはな   

　かった。キリスト教では記念日にみんなが集う。金品の決まりも

　なく、さっぱりしている。　　　　　　　　女49歳　吉祥寺北町

★職場　　女性には、弁当出しやお茶くみのためだけの残業があっ

　た。しかも当番制で。　　　　　　　　　　　　　　女36歳　境

★小学校のＰＴＡ　　保育園の父母会にはお父さんがたくさん参加

　していたのに、小学校の保護者会はお母さんばかり。小学校は平

　日の昼間で、保育園は夜の集まりということもあるだろうが、Ｐ

　ＴＡは、お母さんの役目？　　　　　　　　　　女42歳　西久保

★ 子どものこと　　結婚して5年間、子どもに恵まれなかった。近

　所の方からどうして子どもがいないのか、まだなのかと、しつこ

　く聞かれた。子どもがいないことは、女として欠けていることの

　ように自分を追い込んでいた。今の時代なら産む、産まないは自

　分の生き方の選択として認められると思うが、あのころは少し辛

　かった。　　　　　　　　　　　　　　　　女49歳　吉祥寺北町

★結婚　　職場結婚だったが、私もそのままずっと働いていたかっ

　た。当時は、結婚したら、女の方がやめることになっていたので、

　家庭に入らざるを得なかった。　　　　　　　女64歳　市内在勤

★地域　　老人会、老荘大学などは、高齢男女の集まりだけに女性

　はあまり意見も言えずひたすらおとなしやかに。反発すると、ま

　わりの女性にたしなめられる。　　　　　　　　女69歳　境南町

☆婚姻による一夫一婦制については疑問がある。相当に無理がある制度だ。なぜなら、生涯一人の人だけを愛し、わき目

も　ふらずに過ごすなんてこと、ありえないでしょう。もっとゆるやかに、お互い信頼関係で向き合えば、浮気だ、不倫

だと　いった離婚も増えずにすむと思うのだが…。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男73歳　吉祥寺北町

☆長女は結婚式をしたのに、次女は婿さんの方針で、結納も結婚式もしなかった。その婿さん、自分の娘が嫁ぐときには

バ　ージンロードを歩きたいそうだ。ああ！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男83歳　中町

★もういい加減、結婚したら女が男の実家の傘下に入る…みたいな風潮はなくなってほしい。やっぱり結婚って、家と家

の　ものじゃなく、個人と個人のものだと思うから。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女29歳　吉祥寺北町

★仕事の都合や心理的に相手の姓を選びたくないなら、変える必要はない。子どもの姓は外国風に、両方を名乗る方法も

あ　る。今後このような場合が増えるものと予想され積極的に論議すべき問題だ。同居は基本であっても義務ではない。

ただ　し、お互いの家族を思いやる気持ちがなければ成り立たないのも事実。　　　　　　　　　　女45歳　吉祥寺北町

★私達の結婚は、披露宴もせずに、お互いの両親と本人達で食事会をしただけ。とってもおいしかった。女29歳　御殿山

★理想は、家と家ではなく、結婚する二人が主催者となっていること。式の招待状が父親の名前で来たり、本人に代わっ

て　父親が挨拶するのはおかしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女35歳　緑町

★夫の甥は、都内の小さな教会で、身内だけの式を挙げた。その後、近くの喫茶店に友人達が会費制でたくさん集まり、

に　ぎやかで楽しい披露宴。印象的だった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女47歳　中町

★ 自分の場合だが、昭和30年代は２千円の会費ですべてまかなえた。　　　　　　　　　　　　　　 女64歳　市内在勤

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
、　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

※ 冠婚葬祭とは日本古来の四大儀式のこと。冠は元服の儀式で頭に冠をつけることに由来し、祝いごと全般。婚は結婚の儀式。葬は葬
　 儀式。祭は祖先の祭祀に由来し、法事やそのほかの行事全般。
※ ジェンダーとは、生物学的性差ではなく、社会的・文化的に作られた女らしさ男らしさなど、そこから生まれる性による差別のこと。

・・・・・・

���　
　
　

レ
ポ
ー
タ
ー　

細
原
弘
雄　

64
歳
／
吉
祥
寺
南
町

　

関
西
か
ら
東
京
に
出
て
き
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

親
せ
き
と
の
関
係
も
年
賀
状
の
交
換
ぐ
ら
い
で
、
会

う
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　

　

結
婚
式
は
、
ふ
だ
ん
会
う
機
会
の
な
い
親
族
に
近

況
を
尋
ね
た
り
、
新
し
く
仲
間
入
り
す
る
若
い
夫
婦

を
紹
介
し
た
り
す
る
貴
重
な
場
で
す
。
息
子
と
娘
の

結
婚
式
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
場
所

選
び
に
は
、
私
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
親
の
力
を
誇
示
す
る
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

葬
式
も
同
様
で
、
親
し
い
者
を
亡
く
し
た
悲
し
み

を
共
有
し
、
あ
り
し
日
を
し
の
ん
で
語
り
合
う
。
そ

し
て
こ
れ
を
機
に
お
互
い
の
健
康
を
気
づ
か
う
な
ど
、

改
め
て
親
族
の
交
流
を
確
認
し
合
う
の
で
す
。

　

た
だ
、
身
内
が
集
ま
る
行
事
と
な
る
と
、
忙
し
く

立
ち
働
く
の
が
女
性
ば
か
り
と
い
う
の
は
気
に
な
り

ま
す
。
伝
統
の
中
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
役
割
分
担

の
流
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

今
は
話
し
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
問
わ
れ
る
時
代
。

女
性
が
会
話
に
参
加
で
き

る
状
況
を
、
男
か
ら
も
提

案
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

���　
　
　
　
　

レ
ポ
ー
タ
ー　

桑
原
照
子　

80
歳
／
西
久
保

��　

夫
婦
の
別
姓
が
話
題
に
な
っ
た
と
き
「
ま
さ
か
！
」

�

と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
支
持
す
る
人
達
も
予
想

�

以
上
に
多
い
と
聞
き
、
驚
い
て
い
ま
す
。

�　

結
婚
し
て
夫
の
籍
に
入
っ
た
ら
、
そ
の
姓
を
名
乗

�

る
の
が
当
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
三
浦
か
ら

�

桑
原
に
な
っ
た
と
き
は
嬉
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

�　

現
在
、
自
分
の
名
前
で
仕
事
が
成
功
し
て
い
る
人

�

や
、
改
姓
が
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
人
に
と

�

っ
て
、
別
姓
も
一
つ
の
方
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

�

だ
、
親
子
兄
弟
で
名
字
が
別
々
と
い
う
の
は
ど
う
で

�

し
ょ
う
か
、
子
ど
も
へ
の
影
響
を
考
え
る
こ
と
も
あ

�

る
ん
で
す
。

�　

大
家
族
に
嫁
い
で
、
自
由
に
出
歩
く
こ
と
は
で
き

�

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
幸
い
姑
が
一
緒
に
子
育
て
し
て

�

く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
も
成
長
し
、
や
が
て
姑
が

�

亡
く
な
り
、
そ
こ
で
私
は
勤
め
に
出
た
の
で
す
。
今

�

は
夫
も
お
墓
の
中
。
い
つ
か
一
緒
の
所
に
入
る
ま
で

�

地
域
で
大
い
に
羽
を
の
ば
し
て
い
ま
す
。

�　

私
達
が
受
け
た
学
校
教
育
や
家
庭
の
し
つ
け
に
く

�

ら
べ
、
今
の
社
会
の
価
値

観
は
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て

�

ま
す
の
で
、
何
も
か
も
頭

っ
か
ら
否
定
を
す
る
わ
け

�

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
。

　
　
　
　
　
　

レ
ポ
ー
タ
ー　

厚
沢
尚
子　

31
歳
／
緑
町

��　

学
生
時
代
に
は
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
勤

め
て
い
る
と
き
、
男
性
と
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
も
女

は
生
意
気
だ
と
見
ら
れ
ま
し
た
。
男
性
の
方
は
多
少

常
識
は
ず
れ
な
こ
と
を
し
て
も
、
大
目
に
見
ら
れ
て
、

の
び
の
び
と
個
性
を
発
揮
し
や
す
そ
う
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

�　

結
婚
後
、
夫
を
と
お
し
て
い
ろ
い
ろ
見
聞
き
す
る

う
ち
に
、
男
に
も
大
変
な
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
気
づ

き
ま
し
た
ね
。
だ
か
ら
妊
娠
し
た
と
き
に
、
男
、
女

ど
ち
ら
で
も
健
康
に
産
ま
れ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思

っ
た
し
、
長
男
で
あ
る
夫
も
「
ど
っ
ち
が
欲
し
い
」

な
ん
て
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

�　

２
歳
に
な
る
息
子
は
、
公
園
で
男
女
の
区
別
な
く

楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
幼
稚
園
・
小
学
校
と

進
み
、
こ
の
ま
ま
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
た
ら

い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�　

今
は
仕
事
を
や
め
、
私
も
専
業
主
婦
。
数
年
間
の

ん
び
り
子
育
て
に
専
念
し

て
一
息
つ
い
た
ら
、
何
か

始
め
て
み
た
い
で
す
。
そ

の
と
き
は
、
男
だ
か
ら
女

だ
か
ら
と
限
定
し
な
い
で

挑
戦
す
る
つ
も
り
で
す
。

ひ
さ 

こ

冠婚葬祭の中のジェンダーを見直そうよ！



５ 4

「
葬
儀
」
に
関
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー

「
葬
儀
」
に
関
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー

��　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
庸
子　

69
歳　

境
南
町
在
住

　

そ
れ
は
一
昨
年
の
3
月
、
学
生
時
代
か
ら
小
林
庸
子
さ
ん
の
親
友
だ

っ
た
一
級
下
の
女
友
だ
ち
、
金
谷
千
都
子
さ
ん
の
訃
報
を
伝
え
る
電
話

「
死
因
は
心
筋
梗
塞
、
香
典
は
花
一
輪
で
お
願
い
し
ま
す
」
か
ら
始
ま

る
。

�　

祭
壇
に
は
宗
教
色
は
な
く
、
花
に
囲
ま
れ
た
棺
と
、
お
別
れ
に
捧
げ

ら
れ
た
花
だ
け
。
別
室
に
は
、
食
べ
物
と
飲
み
物
が
用
意
さ
れ
、
訪
れ

た
友
人
が
集
ま
り
、
生
前
の
思
い
出
を
語
り
合
っ
て
い
た
。

�　

救
急
隊
の
話
で
は
「
胸
が
苦
し
く
な
っ
た
」
と
、
自
宅
か
ら
金
谷
さ

ん
自
身
が
救
急
車
を
呼
び
、
受
話
器
と
鞄
を
握
り
し
め
た
ま
ま
の
状
態

で
、
救
急
車
に
運
ば
れ
、
病
院
に
着
い
た
と
き
に
は
息
を
ひ
き
と
っ
て

い
た
と
言
う
。
鞄
か
ら
緊
急
連
絡
先
が
発
見
さ
れ
、
都
内
に
住
む
彼
女

の
姪
か
ら
、
北
海
道
に
住
む
お
姉
さ
ん
に
連
絡
が
届
い
た
。

�　

金
谷
さ
ん
は
、
冠
婚
葬
祭
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
大
手
の
デ
パ

ー
ト
に
勤
務
し
、
退
職
後
は
冠
婚
葬
祭
の
評
論
家
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
。
離
婚
後
ず
っ
と
一
人
暮
ら
し
だ
っ
た
こ
と
と
、
仕
事
上
の
経
験
か

ら
『
覚
書
き
』
を
作
り
、
お
姉
さ
ん
に
そ
の
保
管
場
所
を
知
ら
せ
て
い

た
ら
し
い
。

�　

毎
年
誕
生
日
に
書
き
直
さ
れ
、
６
度
目
と
さ
れ
る
覚
書
き
の
と
お
り

に
葬
儀
が
行
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
覚
書
き
に
は
、
葬
儀
の
構
成
や

費
用
は
も
ち
ろ
ん
、
遺
骨
の
こ
と
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
た
。
す
べ
て
を

終
え
た
残
り
は
、
婦
人
団
体
へ
寄
付

す
る
こ
と
も
。

�　

金
谷
さ
ん
が
何
度
も
訪
問
し
、
気

に
入
っ
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
地
。

生
前
に
必
要
な
手
続
き
を
す
ま
せ
、

自
分
で
望
ん
だ
場
所
で
の
散
骨
だ
っ

た
と
、
小
林
さ
ん
は
話
し
て
く
れ

た
。

�　

「
そ
れ
は
、
自
分
の
終
末
を
自
分

で
考
え
た
見
事
な
終
焉
で
し
た
ね
」

�　
　
　
　
　
　

（
文　

本
間
則
子
）

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
種　

豊　

54
歳　

御
殿
山
在
住

　

「
ご
臨
終
で
す
」
医
師
の
そ
の
言
葉
に
涙
に
く
れ
る
の
も
束
の
間
、

残
さ
れ
た
遺
族
は
、
時
間
に
余
裕
の
な
い
次
へ
の
手
続
き
に
追
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
悲
し
み
や
混
乱
の
中
で
、
知
識
の
な
い
ま
ま
葬
儀
社
の

勧
め
る
「
人
並
み
の
基
準
」
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
し
て
も
つ

か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
金
額
に
、
戸
惑
い
を
感
じ
た
人
は
多
い
だ
ろ
う
。

　

御
殿
山
で
自
営
業
を
し
て
い
る
千
種
豊
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く

の
葬
式
に
参
列
し
て
き
た
が
、
ふ
と
、
判
で
押
し
た
よ
う
な
式
次
第
ど

お
り
の
葬
式
に
疑
問
を
感
じ
た
。
そ
こ
で
、
葬
祭
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
職
業
と
す
る
知
人
を
講
師
に
、
地
域
で
葬
儀
に
関
心
を
持
つ
仲
間
た

ち
数
人
と
、
『
自
分
ら
し
い
葬
式
に
つ
い
て
』
の
勉
強
会
を
開
い
た
。

葬
式
の
手
順
と
そ
の
意
味
を
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
と
、
信
仰

す
る
宗
教
上
の
決
ま
り
の
中
で
、
何
段
階
も
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

「
少
子
化
、
核
家
族
化
、
高
齢
化
と
、
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
時
代
で
す
。
今
ま
で
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
た
葬
式
の
話
を
、
も
っ
と

オ
ー
プ
ン
に
話
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
折
り
合

い
を
つ
け
、
終
末
を
迎
え
る
か
は
、
ど
う
生
き
て
い
く
か
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
」

　

千
種
さ
ん
は
、
勉
強
会
の
中
で

『
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
』
の
存

在
を
知
っ
た
。
こ
れ
は
、
自
分
が

亡
く
な
っ
た
後
、
葬
儀
や
そ
の
ほ

か
の
手
続
き
な
ど
を
書
き
記
し
て

お
く
覚
書
き
だ
。
法
的
効
力
は
な

い
。

　

同
世
代
の
葬
式
に
参
列
す
る
と
、

死
は
生
ま
れ
た
順
番
で
訪
れ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
。

だ
か
ら
、
そ
の
た
め
に
も
家
族
へ
の
思
い
や
形
見
分
け
の
品
、
葬
式
に

呼
ぶ
人
の
リ
ス
ト
な
ど
、
自
分
ら
し
い
葬
儀
の
希
望
を
、
残
さ
れ
た
も

の
が
悩
ま
な
い
よ
う
に
書
き
残
そ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
最
後
の
「
思
い
や
り
」
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文　

矢
島　

幸
子
）

��　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
真
弓　

29
歳　

吉
祥
寺
北
町
在
住

　

「
私
の
葬
式
は
し
な
く
て
も
い
い
し
、
骨
は
公
園
の
木
の
根
元
に
肥

料
と
し
て
ま
い
て
く
れ
て
も
…
」�

と
笑
っ
た
菊
池
真
弓
さ
ん
。

�　

会
社
の
秘
書
を
し
て
い
た
が
2
年
前
に
結
婚
、
今
は
派
遣
社
員
を
し

て
い
る
。
「
秘
書
を
し
て
い
た
こ
ろ
は
役
員
た
ち
の
葬
儀
で
、
受
付
や

案
内
な
ど
の
お
手
伝
い
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
が
、
結
婚
し
て
間
も
な

く
山
梨
に
住
む
義
母
が
亡
く
な
り
、
身
内
の
葬
儀
を
初
め
て
経
験
し
ま

し
た
」

�　

同
じ
葬
儀
で
も
他
人
の
家
を
手

伝
う
の
と
、
長
男
の
嫁
の
立
場
で

か
か
わ
る
の
と
で
は
、
大
き
く
違

う
。

�　

「
通
夜
に
火
を
絶
や
さ
な
い
の

が
仏
さ
ま
の
供
養
だ
か
ら
」
と
親

族
に
言
わ
れ
、
菊
池
さ
ん
は
一
人

で
夜
ど
お
し
線
香
と
、
ロ
ー
ソ
ク

の
灯
を
見
守
っ
た
。

�　

そ
の
ほ
か
、
仏
さ
ま
を
清
め
る

湯
潅
は
逆
さ
水
と
い
っ
て
、
水
の
中
に
お
湯
を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
風
習
や
し
き
た
り
が
あ
り
、
葬
儀
の
手
順
は
む

ず
か
し
い
。
そ
の
上
、
供
養
の
お
酒
や
お
茶
の
接
待
、
気
づ
か
い
で
休

む
暇
も
な
か
っ
た
。

�　

「
義
母
は
現
役
の
公
務
員
。
大
ぜ
い
の
同
僚
や
義
父
の
関
係
者
な
ど

の
弔
問
客
で
、
葬
儀
は
か
な
り
大
が
か
り
な
も
の
で
し
た
。
で
も
義
母

自
身
は
自
分
の
弔
い
方
に
希
望
が
な
か
っ
た
の
か
と
思
い
、
も
っ
と
い

ろ
い
ろ
話
を
し
て
お
き
た
か
っ
た
で
す
。

�　

夫
が
私
に
『
ぼ
く
よ
り
先
に
死
な
な
い
で
ね
。
こ
ん
な
に
煩
雑
な
手

続
き
や
決
め
ご
と
な
ん
て
、
一
人
じ
ゃ
で
き
な

い
か
ら
』
と
言
い
ま
し
た
」

�　

菊
池
さ
ん
本
人
は
、
骨
の
在
り
処
は
こ
だ
わ

ら
な
い
が
葬
儀
で
日
ご
ろ
信
じ
て
も
い
な
い
お

経
を
唱
え
ら
れ
る
の
は
イ
ヤ
だ
。
た
だ
、
せ
っ

か
く
の
身
体
は
す
べ
て
役
立
て
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
「
昨
年
か
ら
、
夫
婦
で
ド
ナ
ー
カ
ー
ド

を
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
」
（
文　

浜　

俊
子
）

�　

��　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
ゆ
か
り  

45
歳　

吉
祥
寺
北
町
在
住

�                                                    

�  

昨
年
６
月
に
五
十
嵐
ゆ
か
り
さ
ん
は
父
親
を
亡
く
し
た
。            

�　

「
葬
儀
が
済
む
と
す
ぐ
、
遺
体
は
献
体
と
し
て
医�

科
大
学
に
運
ば
れ

て
い
き
ま
し
た
。
遺
骨
は
ま
だ
帰
り
ま
せ
ん
。
父
は
外
科
医
と
し
て
開

業
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
生
き
死
に
を
見
て
き
ま
し
た
。
生
命
は
亡
く

な
っ
た
瞬
間
か
ら
物
理
的
に
変
化
す
る
。
精
神
的�
な
も
の
は
介
入
す
る

余
地
が
な
い
と
、
物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
聞
か
さ
れ
ま
し
た
」

�　

父
親
は
、
医
学
生
が
遺
体
と
向
き
合
っ
た
と
き
敬
虔
な
気
持
ち
に
な

る
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
。
燃
や
さ
れ
て
し
ま
う
前
に
、
そ
れ
が

何
か
の
役
に
立
つ
の
な
ら
と
。                              

�　

か
つ
て
父
親
が
学
生
時
代
、
勝
手
に
結
婚
し
連
れ
て
来
た
母
親
を
、

祖
父
母
は
快
く
思
わ
ず
、
母
親
は
嫁
ぎ
先
で
苦
労
し
た
。    

�　

五
十
嵐
さ
ん
は
、
父
親
の
手
で
、
帝
王
切
開
に
よ�

り
７
カ
月
の
早
産

で
こ
の
世
に
生
を
得
た
。
母
親
の
枕
元
で
「
ま
た
、
女
か
。
女
の
子
ば

っ
か
り
じ
ゃ
し
ょ
う
が
な
い
な
」
と
祖
父
母
は
言
っ
た
。
教
育
者
だ
っ

た
祖
父
だ
が
、
「
女
は
女
ら
し
く
」
と
言
い
、
五
十
嵐
さ
ん
は
、
よ
く

か
み
つ
い
て
蔵
に
入
れ
ら
れ
た
。            

�　

「
母
も
20
年
前
に
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
献
体
登�

録
を
し
て
お
り
、
通

夜
が
終
わ
る
と
す
ぐ
持
っ
て
い
か
れ
、

遺
骨
が
戻
る
の
に
２
年
か
か
り
ま
し

た
」
。
そ
の
と
き
は
、
母
親
が
ホ
ル

マ
リ
ン
漬
け
に
な
っ
て
い�

る
夢
を
見

た
と
言
う
。
母
親
の
希
望
で
、
婚
家

の
墓
に
全
部
は
入
れ
ず
、
母
親
の
実

家
の
墓
な
ど
に
分
骨
し
た
。      

�　

「
母
の
骨
を
く
す
ね
て
お
守
り
に

し
て
い
ま
す
。
父
の
骨
も
そ
う
す
る

と
思
い
ま
す
。
要
す
る
に
私
の�

Ｄ
Ｎ

Ａ
の
一
部
み
た
い
な
も
の
だ
と
思
う

の
で
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
文　

倉
内　

弘
子
）

� 　
　

�　　五十嵐さんは、最近心の整理がつき、
　　献体登録を済ませた。

�　　金谷千都子さんの思い出を語る小林さん。

ドナーカード

ドナーカードは、コンビニや郵便局にも置
�いてあり、必要事項を記入するだけです。

�地域活動への出番も多い。今年は「ボラ
ンティアセンター武蔵野」の運営委員も。

持
っ
て
い
た
い
も
の
は
「
お
も
い
で
」

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
に
思
い
を
こ
め
て

締
め
く
く
り
は
、
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
で

心
に
残
る
花
一
輪

　
自
分
ら
し
い
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
、
行
動
す
る
4
人
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

ゆ
か
ん

あ　
　

か

ち 

ぐ
さ

祭壇

霊柩車
（10㎞まで）

（火葬料+容器）

火葬

第１種 第2種 第3種

第１種 第2種 第3種

第１種 第3種

金欄5段 金欄3段 白布3段

￥165,000 ￥100,000 ￥75,000

￥165,000

大人 ￥51,800
小人 ￥27,000

大人 ￥25,600
小人 ￥13,900

￥100,000 ￥75,000

指定車

最上等 中等

特別車 普通車

�� �
　

「
散
骨
・
自
然
葬
」

�　

散
骨
と
は
、
火
葬
に
よ
っ
て
焼
い
た
骨
を
粉
状
に
し
て
、
墓
地

�

以
外
の
場
所
に
散
布
す
る
葬
送
の
方
法
。
最
近
は
、
日
本
で
も
認

�

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
地
上
で
の
散
骨
は
、
法
律
的
に

�

難
し
い
場
合
が
多
く
、
全
体
の
７
割
は
海
上
と
な
っ
て
い
る
。

�

●
（
株
）
公
営
社
（
民
間
の
葬
儀
社
）

�　

船
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
セ
ス
ナ
機
な
ど
に
よ
り
、
陸
地
か
ら
20

�　

キ
ロ
以
上
離
れ
た
関
東
近
辺
の
海
で
、
海
洋
葬
の
み
行
う
。

�

〔
費
用
の
目
安
〕
船
の
場
合
、
個
人
葬
27
万
円　

合
同
葬
10
万
円

�

〔
問
い
合
わ
せ
〕
T
E
L　

0
3
（
3
3
6
1
）
1
0
6
7

�

●
葬
送
の
自
由
を
す
す
め
る
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
市

�　

民
運
動
団
体
）

�　

万
葉
の
昔
か
ら
の
伝
統
的
葬
法
を
復
活
す
る
と
と
も
に
自
然
破

�　

壊
と
な
る
墓
地
の
開
発
に
反
対
し
て
い
る
。
環
境
問
題
の
視
点

�　

か
ら
あ
え
て
散
骨
と
呼
ば
ず
自
然
葬
と
い
う
。
会
員
は
１
万
人
。

�　

発
足
か
ら
現
在
ま
で
の
10
年
間
に
自
然
葬
の
実
施
は
約
9
0
0
人
。

�

〔
費
用
の
目
安
〕
一
人
あ
た
り
5
万
円
〜
17
万
円

�

〔
問
い
合
わ
せ
〕
T
E
L　

0
3
（
5
6
8
4
）
2
6
7
1

�� �
　

「
献
体
」

�　

医
学
、
歯
学
の
大
学
で
行
う
人
体
解
剖
学
の
教
育
、
研
究
に
役

�

立
た
せ
る
た
め
、
自
分
の
遺
体
を
無
条
件
、
無
報
酬
で
提
供
す
る

�

こ
と
。
生
前
か
ら
、
関
連
し
た
団
体
に
名
前
を
登
録
し
て
お
く
。

�

そ
の
際
に
は
、
肉
親
の
同
意
の
印
が
必
要
。

�　

現
在
で
は
、
登
録
数
増
加
の
た
め
、
新
規
登
録
を
停
止
し
て
い

�

る
大
学
も
あ
る
。

�

●
（
財
）
日
本
篤
志
献
体
協
会

�

〔
問
い
合
わ
せ
〕
T
E
L　

0
3
（
3
3
4
5
）
8
4
9
8

�

●
白
菊
会
本
部

�　

一
九
五
五
年
に
、
東
京
大
学
の
献
体
団
体
と
し
て
出
発
し
、
日

　

本
各
地
に
献
体
運
動
を
広
め
た
。

�

〔
問
い
合
わ
せ
〕
T
E
L　

0
3
（
3
8
2
7
）
5
1
3
1

�� �
　

「
共
同
墓
」

�
●
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
シ
ン
グ
ル
・
ス
マ
イ
ル
・
シ
ニ
ア
ラ

�　

イ
フ
の
略
）
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
松
原
惇
子
さ
ん
主
宰
。

�　

一
九
八
八
年
に
「
個
」
を
生
き
る
女
性
た
ち
の
今
と
未
来
を
よ
く

�　

す
る
会
と
し
て
発
足
。
府
中
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
に
会
員
の
た
め

�　

の
永
代
供
養
の
共
同
墓
『
個
を
生
き
る
女
性
た
ち
の
碑
』
建
立
。

�　

仲
間
と
集
う
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
『
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
』
を
開
催

　

し
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
と
も
に
入
会
金
必
要
。

�

〔
費
用
の
目
安
〕
納
骨
埋
葬
費
、
維
持
費
と
し
て
20
万
円

�

〔
問
い
合
わ
せ
〕
T
E
L　

0
3
（
3
4
9
2
）
1
2
5
2

�

●
も
や
い
の
碑
（
す
が
も
平
和
霊
苑
内
）

�　

宗
派
不
問
の
合
祀
式
納
骨
堂
。

�　

『
も
や
い
の
会
』
に
入
会
し
、
家
族
関
係
や
宗
教
を
超
え
死
後

�　

の
す
み
か
を
と
も
に
す
る
仲
間
作
り
を
目
指
す
。

�

〔
費
用
の
目
安
〕
入
会
費
1
万
円　

納
骨
埋
葬
費
10
万
円

�

〔
問
い
合
わ
せ
〕
T
E
L　

0
3
（
3
2
3
0
）
6
9
6
9

�� �
　

「
市
民
葬
儀
」

�　

市
民
が
、
市
内
の
指
定
業
者
の
協
力
を
得
て
、
比
較
的
安
い
料

�

金
で
葬
儀
を
行
え
る
制
度
。
場
所
は
、
利
用
者
が
設
定
す
る
。

�

●
武
蔵
野
葬
儀
社　

T
E
L
（
2
2
）
2
2
7
4

�

●
（
株
）
ヨ
シ
ノ　

T
E
L
（
3
2
）
1
0
3
0

�

〔
利
用
方
法
〕

指
定
葬
儀
社
に
利
用
の

申
し
込
み
。
市
役
所
か

市
政
セ
ン
タ
ー
で
、
葬

儀
券
の
交
付
を
受
け
る
。

印
鑑
が
必
要
。
葬
儀
券

を
、
葬
儀
社
に
持
参
す

る
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕

生
活
福
祉
課　

T
E
L

（
6
0
）
1
8
4
8

���　
　

�

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
も
葬
儀
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

�　

使
用
は
無
料
。
直
接
、
各
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を
。

　

た
だ
し
、
吉
祥
寺
東
・
本
町
・
吉
祥
寺
西
分
館
・
中
央
公
園
北

　

ホ
ー
ル
・
関
前
・
西
部
の
６
館
は
使
用
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
構
成　

森　

治
美
）

�

〔料金表〕

私
の
人
生
。
さ
て
終
幕
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
迎
え
ま
し
ょ
う
か
？

私
の
人
生
。
さ
て
終
幕
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
迎
え
ま
し
ょ
う
か
？

私
の
人
生
。
さ
て
終
幕
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
迎
え
ま
し
ょ
う
か
？

私
の
人
生
。
さ
て
終
幕
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
迎
え
ま
し
ょ
う
か
？



TOPICS
児童女性課女性計画係では

　むさしのヒューマン・ネットワークセンターでは

■

■　

■　

■

■

�■

�■  

�■  

�　

 夫婦別姓への招待

�　高橋菊江・折井美耶子
�　 　  二宮周平　著　　有斐閣選書

 変わるお葬式、消えるお墓

�　　　　　－最後まで自分らしく－
�        　小谷みどり著    岩波書店

�  

 正月はなぜめでたいか

� 　　　　 －暮らしの中の民俗学－
�          　岩井宏實著    大月書店

 霊柩車の誕生 

�  　      　　井上章一著  朝日選書

� 

７ ６

い
う
こ
と
を
、
痛
い
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。          

　

人
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
、
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
ど
ん
な
に
幸
せ

な
こ
と
か
を
実
感
し
て
い
ま
す
」            

　

木
田
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
大
切
に
育
て
て

き
た
世
界
中
の
友
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、

息
子
の
闘
病
経
験
か
ら
、
長
期
入
院
患
者
、

特
に
子
ど
も
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の

向
上
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

国
連
で
は
、
21
世
紀
の
最
初
の
今
年
を
、

� 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
と
宣
言
し

た
。　
　
　
　
　

（ 

取
材  

倉
内
弘
子
）

＊
武
蔵
野
市
国
際
交
流
協
会
Ｍ
Ｉ
Ａ

　

一
九
八
九
年
の
設
立
以
来
、
市
民
レ
ベ

　

ル
の
国
際
交
流
・
協
力
の
活
動
が
市
民

　

主
体
で
行
わ
れ
て
い
る
。

�　

詳
細
は
T
E
L
（
3
6
）
4
5
1
1

　
　
　
　

F
A
X
（
3
6
）
4
5
1
3

���

トピックス

死
後
を
託
す「
生
前
契
約
」っ
て
？

死
後
を
託
す「
生
前
契
約
」っ
て
？

　
シ
ン
グ
ル
を
貫
い
た
人
、
一
人
暮
ら
し
、
結
婚
し
て
も
子
ど
も
を
持
た
な
い
な
ど
、
生
き
方
も
多
様
に
な
っ
た
。
だ
が
、
自
分
の
老

後
や
、
死
ん
だ
後
の
始
末
に
不
安
を
持
つ
人
は
多
い
。
最
近
、
死
後
に
備
え
る
「
生
前
契
約
」
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

�

そ
こ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
日
本
生
前
契
約
等
決
済
機
構
（
以
下
「
決
済
機
構
」
）
を
訪
ね
、
詳
し
い
シ
ス
テ
ム
を

生
前
契
約
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
黒
澤
淑
子
さ
ん
に
聞
い
た
。

�

◆
生
前
契
約
っ
て
何
で
す
か
？

�　

死
ん
だ
ら
葬
儀
ば
か
り
で
な
く
、
生
活
の
後
始
末

�

に
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。
で
も
、
こ
う

�

い
っ
た
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
の
い
な
い
ケ
ー
ス
が

�

増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
だ
自
分
で
判
断
す
る

�

能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
*1
死
後
事
務
の
メ
ニ
ュ
ー
の

中
か
ら
希
望
す
る
も
の
を
選
ん
で
契
約
を
す
る
、
こ

れ
が
生
前
契
約
で
す
。

��

◆
申
し
込
み
の
方
法
は
？

�　

利
用
者
は
申
込
金
３
万
円
を
払
っ
て
決
済
機
構
に

�

登
録
。
学
習
会
な
ど
に
参
加
し
た
後
、
生
前
契
約
ア

�

ド
バ
イ
ザ
ー
と
面
談
を
し
て
、
希
望
す
る
死
後
事
務

�

の
企
画
書
と
見
積
書
を
作
り
ま
す
。
そ
し
て
*2
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
Ｌ
ｉ
Ｓ
Ｓ
（
り
す
）
シ
ス
テ
ム
と
契
約
し
、
こ

れ
に
必
要
な
預
貯
金
や
生
命
保
険
な
ど
を
、
委
託
資

金
と
し
て
用
意
。
次
は
決
済
機
構
と
契
約
を
し
ま
す
。

��

◆
な
ぜ
、
二
つ
の
契
約
を
す
る
の
で
す
か
？

�　

Ｌ
ｉ
Ｓ
Ｓ
に
は
企
画
書
ど
お
り
の
仕
事
を
し
て
も

�
ら
う
た
め
の
契
約
、
決
済
機
構
に
は
そ
れ
を
チ
ェ
ッ

�
ク
し
て
遺
言
執
行
者
に
な
っ
て
も
ら
う
契
約
で
す
。

�　

二
つ
の
契
約
が
整
っ
た
ら
、
そ
れ
ら
の
内
容
が
遺

�

言
に
な
る
*3
公
正
証
書
を
作
成
し
ま
す
。
２
年
ご
と

に
見
直
し
や
点
検
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
*4
生
前
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
が
あ
れ
ば
、

各
保
証
業
務
の
中
か
ら
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

�

◆
で
は
利
用
者
が
死
亡
す
る
と
？

�　

Ｌ
ｉ
Ｓ
Ｓ
が
企
画
書
に
沿
っ
て
仕
事
を
し
、

そ
の�

報
告
と
代
金
の
請
求
を
決
済
機
構
に
求
め

ま
す
。

　

決�

済
機
構
は
遺
言
に
忠
実
で
あ
る
か
、
チ
ェ

ッ
ク
し
て�

委
託
資
金
か
ら
支
払
い
、
残
金
は
企

画
書
お
よ
び
公
正
証
書
に
指
定
さ
れ
た
人
へ�

渡

り
ま
す
。
事
務
は
、
ほ
ぼ
１
年
以
内
で
終
り
ま

す
。

��

◆
要
約
す
る
と
？

�　

委
託
資
金
の
管
理
や
死
後
事
務
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る�

決
済
機
構
、
実
行
部
隊
の
Ｌ
ｉ
Ｓ
Ｓ
、
利

用
者
と
企�

画
書
や
見
積
書
を
作
成
し
、
葬
儀
、

死
後
事
務
に
立�

ち
会
っ
て
契
約
を
見
届
け
る
生

前
契
約
ア
ド
バ
イ
ザ�

ー
。
こ
れ
が
３
本
柱
で
す
。

（
図
参
照
）

◆
そ
の
ほ
か
に
決
済
機
構
の
活
動
は
？

�　

昨
年
*5
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
葬
送
支
援
・
１
１
０
番
』
を
開

設�

し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
の
質
問
が
想
像
以
上
に
多

く
、
今
年
か
ら
年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け
る
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
お
骨
は
い
ら
な
い
、
田
舎
の
寺
の
檀

家
を
や
め
た
い
、
葬
儀
社
に
頼
み
た
く
な
い
、
費
用

や
風
習
に
つ
い
て
な
ど
70
代
の
女
性
の
相
談
者
が
断

然
多
か
っ
た
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
談
）

�

��　

葬
儀
は
風
習
や
前
例
に
し
た
が
っ
て
行
う
大
切
な

�

儀
式
だ
っ
た
。
自
立
、
私
流
に
こ
だ
わ
る
今
は
、
葬

�

式
も
納
骨
も
「
自
分
で
始
末
」
を
決
め
る
時
代
の
よ

�

う
だ
。
法
律
に
則
し
て
見
届
け
、
監
視
、
代
行
を
し

�

て
く
れ
る
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
生
前
契
約
等
決
済
機
構
』

�

に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
。

�

◆
連
絡
先　
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取
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浜　

俊
子
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（
協
力　

本
間
則
子
）

���

*1
遺
体
の
扱
い
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
し
か

　

た
、
納
骨
、
保
健
・
年
金
な
ど
の
手

　

続
き
、
家
の
片
づ
け
等
。

�*2L
iv

in
g
 S

u
p
p
o
rt S

e
rv

ic
e

＝
生
活

　

支
援
サ
ー
ビ
ス
。

�

*3
公
証
役
場
で
作
成
す
る
。（
要
手
数

　

料
）

�

*4
老
人
ホ
ー
ム
、
病
院
、
賃
貸
住
宅
、

　

海
外
旅
行
な
ど
の
保
証
業
務
と
、
そ

　

れ
に
関
連
す
る
サ
ポ
ー
ト
。

�*5
問
い
合
わ
せ　

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

0
1
2
0（
8
8
9
）4
4
3

�　

午
前
10
時
〜
午
後
8
時
・
年
中
無
休

�

夫の実家や親戚もオープンマインド

のここちよさを実感。

�

ＭＩＡの教室で、真ん中が木田アツ子さん。

「ここでは利用者同志の学習会や食事会、
�　旅行などでも交流を深めています」と
　黒澤淑子さん

生前契約のしくみ

生前契約利用者

NPO
日本生前契約等決済機構

指定登録事業者
（NPO・LiSSシステム）

代理立会

遺言執行
委託契約

指定登録事業者に関する契約

「生前契約」基本契約
「生前契約」基本約款

［利用申込、
　　　契約締結］

［企画書、見積書
　などにより契約］

［登録、監督、処分］

　

友
達
の
輪
、

　
　
　

世
界
に
広
が
れ

��   　

木
田
ア
ツ
子
さ
ん  

52
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
吉
祥
寺
南
町
）

��　

木
田
さ
ん
が
武
蔵
野
市
国
際
交
流
協
会

Ｍ
Ｉ
Ａ
の
「
日
本
語
教
師
養
成
講
座
」
を

受
講
し
「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し

て
登
録
し
た
の
は
、
楽
し
そ
う
に
活
動
し

て
い
た
友
達
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。

　

「
最
初
の
生
徒
は
、
英
語
が
話
せ
な
い

台
湾
の
人
。
漢
字
と
体
の
す
べ
て
を
使
っ

て
の
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
。
通
じ
る
の
よ

ね
ー
。
そ�

れ
で
、
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
」

と
笑
う
。

�　

心
が
け
て
い
る
の
は
、
そ
の
人
が
何
に

興
味
を
も
っ
て
い
る
か
を
考
え
、
個
人
レ

ベ
ル
の
交
流
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
９
年

過
ぎ
た
今
、
生
徒
の
友
達
、
木
田
さ
ん
の

友
達
を
巻
き
込
ん
で
、
輪
は
世
界
中
に
広

が
っ
て
い
る
。

　

木
田
さ
ん
自
身
、
異
文
化
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
で
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
た
生
き
方

か
ら
解
放
さ
れ
た
と
言
う
。                

　

「
幼
い
次
男
を
２
年
間
の
闘
病
の
末
、

亡
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
病
院

と
長
男
、
三
男
の
世
話
で
綱
渡
り
の
生
活

で
し
た
。
人
さ
ま
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
て
も
、
ま
わ
り
の
人
の
助

け
が
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
息
子
の
死
で
、
人
生
に
は
ど
ん
な
に

努
力
し
て
も
か
な
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
と

　　平成12年度女性団体活動補助金交付対象事業の紹介

　　これは女性団体が女性問題解決に向けて行った研修、調査、研究活

　動に対し、経費の一部を補助することによる、活動の活性化と市の女

　性施策の推進を目的としています。(①団体名②事業名③内容)

＊①合唱団「わかば」②コンサート③7周年記念コンサート

＊①グループ「創」②講演会③子どもの権利を考える集会

＊①武蔵野市婦人団体連絡協議会②記念誌発行③設立50周年誌

＊①クリップ・クラフト・ネット②調査・研究③インターネットを利用

　した市民活動の情報収集・発信のための調査・研究

＊①武蔵野ブラショフ女性問題研究会②シンポジウム③日本の女性、ル

　ーマニアの女性

＊①ひまわりママ②講習会③子育て講座「親子で　わ、わ、わ」

＊①めんどりの会②講座③楽しい子育ておやどり講座

＊①「カウンセリング講座」むさしの②講演会③優しさと自分らしさ

＊①むさしのスカーレット②講演会③キラキラ生きる～発言し、行動す

　る21世紀をめざして

　　女性団体登録のお知らせ

　　育児、介護、環境、女性問題の解決に向けて活動する団体や、女性

　の地位向上を目指す団体の登録を募集。登録団体はむさしのヒューマ

　ン・ネットワークセンターの印刷機の無料使用、女性団体活動補助金

　申請などができます。登録用件は①営利目的でない②特定の政党、宗

　教、教団を支援しない③構成員が５人以上、３分の２以上が市内に在

　住④主な活動の場が市内⑤組織及び活動の規約を有するの5つです。登

　録申請は随時受け付け、申請用紙は児童女性課にあります。

　　「まなこ」ボランティア・レポーター募集のお知らせ

＊対象　市内在住・在勤・在学の方で、家庭、地域・社会、労働の場な

　どで男性・女性が抱える問題について興味がある方、男女不問。

＊任期　1年間(平成13年4月1日～平成14年3月31日)

＊主な仕事　①レポーター会議への参加(毎号１回程度)②アンケート提

　出③取材協力など

＊申し込み　ハガキに「私の興味のあるテーマ」(100字程度)、住所、

　氏名(ふりかな)、年齢、性別、職業、電話番号、居住年数、あれば所

　属団体名を明記、4月10日(消印有効)までに〒180―8777武蔵野市役

　所　児童女性課へ　

※　問い合わせ　児童女性課　TEL（60）1852・FAX（51）0714

　　今回のテーマ「冠婚葬祭」に関する本情報部の小境範子さん、

　原利子さん、福澤雅子さんが薦めてくれたのは

�
 夫婦別姓への招待

�　高橋菊江・折井美耶子
�　 　  二宮周平　著　　有斐閣選書

　結婚の新たな選択肢「夫婦別姓」

著者たちの実践例や現状分析、歴史

等を紹介。

　別姓が目指すものは自由で対等な

夫婦関係で、夫婦同姓が引きずる

家・墓の問題も見えてくる。

　　事業部  2月17日（土）に開催した「2001年おとこ解体新書・千鶴

　子の処方せん」（上野千鶴子さん）の講演会は盛会のうちに終了しました。

　　広報部  センターだよりＶＯＬ7を発行準備中。講演会終了後、上野

　さんを囲んでの交流会や、第五中学校２年生の男女各１名による職場

　体験学習（1月16日、当センターにて）などを特集する予定です。

　  情報部  いよいよこの春からホ－ムページを公開します！

　  相談事業部  昨年11月に発足し、2月より相談事業を開始。

�　金銭、権利関係以外の、人間関係・心の問題などを面接で（無料）

�＊相談日　毎週、水曜日：午後6時～午後8時　

�　　　　　　　　土曜日：午前10時30分～午後8時

�※　問い合わせ　TEL・FAX （37）3410

 変わるお葬式、消えるお墓

�　　　　　－最後まで自分らしく－
�        　小谷みどり著    岩波書店

�   人生の最後を自分らしく迎えたい

と思う発想に沿って、お葬式や墓を

既存のものとは違う形で考える流れ

が出てきた。女性は夫の親や夫自身

の葬式も考えておく必要がある。子

どももあてにできない今、自分らし

い葬式とは何かを考える。

 正月はなぜめでたいか

� 　　　　 －暮らしの中の民俗学－
�          　岩井宏實著    大月書店

　お正月のお節料理、初詣で、雑煮。

婚礼には披露宴、子どもの七五三参

りなど親の衣装見せの観さえする。

暮らしの中のさまざまな「なぜ」

「どうして」を訪ね、生活文化の根

源と歴史をひもとく意味のある一冊。

�

 霊柩車の誕生 

�  　      　　井上章一著  朝日選書

�   お葬式の形は，祖先の敬意やしきた

りというより、後から作られたもので

あることがわかる。葬儀屋さんに振り

まわされなくてもよいということに確

信を持たせてくれる。

生前契約
アドバイザー


